
■　日本赤十字社北海道支部の沿革

毛布 13,563枚

緊急セット

（日用品セット）

■　役　　　 員 安眠セット 2,545個

支 部 長　　　 鈴木 直道 タオルケット 2,900枚

副支部長 竹澤 孝夫　髙薄 浩志　池上 喜重子

監査委員 山口 修二　日當 隆文　奥野 剛史 ■　医療事業

（令和8年7月31日現在） 施設数

実働病床総数

■　青少年赤十字………………加盟校383校／14,769人

保育園・幼稚園

小学校

中学校 ■　血液事業

義務教育学校

高等学校※

車両台数

地域

青年

特殊

■　講習普及活動

講習種別

救急法 指導員 411人 救急員 3,029人

救助員Ⅰ 183人

救助員Ⅱ 126人

救助員Ⅰ 361人 ■　施設及び職員

救助員Ⅱ 320人 施設数 職員数

健康生活支援講習 指導員 87人 支援員 216人 1 19人

幼児安全法 指導員 92人 支援員 412人 3 53人

10 4,178人

■　看護師養成 1 10人

養成施設数 4 342人

看護専門学校1校 19 4,602人

■　国際活動

59,498人成分献血

※日付記載のあるものを除き、令和8年3月31日現在

合計

社会福祉施設

血液事業施設

看護師養成施設

医療施設

250,879人

179,880人

11,501人

10,293人

学生数

水上安全法

雪上安全法

指導員 70人

指導員 107人

176団

55人7団

22人

登録者数

164団 3,232人

400ml献血

支部事務局

■　社会福祉施設（施設数）

身体障がい者更正援護施設 1施設

2施設児童福祉施設

合計

200ml献血

2,769人78校

献血者数

100校

55人

移動採血車　17台／血液運搬車　37台

7校

施設数
血液センター1センター、3事業所

11出張所（献血ルーム含む）

■　赤十字奉仕団………………347団／13,580人

※高等支援学校、専修学校含む

○ラオスへの救急法普及支援事業
○バヌアツへの青少年赤十字海外支援事業
○ルワンダへの気候変動等レジリエンス強化事業
○アフガニスタンへの気候変動対策事業
に北海道・東北ブロックで参加

 　日本赤十字社北海道支部現勢

263台

　　支部6台       病院21台

明治20年（1887）11月……日本赤十字社北海道委員部発足 20個班

  〃  26年（1893） 4月……北海道委員部を札幌支部と改称

■　災害等救護

117局

　　地区・分区　   236台■　社　　員　…………個人148,440人／法人2,818法人

救護班

10病院

患者数

無線局

  〃  26年（1893） 5月……札幌支部を北海道支部と改称 救護車輛

（救急車・救援車・dERU）

7,473個

2,528人

2,048床

備蓄救援物資

■　評  議  員　……………………………………… 61人

721人28園

8,696人170校

入院　609,774人／1日平均   1,675人

外来　920,044人／1日平均   3,824人
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